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§開館時間午前9時30分～午後5時
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§休館日火曜日(祝日の場合は|淵館､翌日以降の平日に振替体）
年末年始(12月29日～1月3日）
※上記以外に臨時休館する場合があります

§入館料

◆館内ご案内‘

二階平面図
⑧貴賓室
⑨会議室
⑩書籍室I企画展示室）
⑪第二応接室(修復資料室｝
⑫食堂(国境画定会議資料室1

⑩ ⑪

※（）は20人以上の団体料金◆中学生以下無料

§交通

JR小樽駅下車徒歩約20分
小榔駅前バス停より中央バス②③系統、錦町バス停下車徒歩3分

ー

|II⑨ ⑧⑫

１
１

一階平面図
①表玄関
②客溜り
③営業室(海運資料展示コーナー）
④応接室
⑤支店長室
⑥金庫室
⑦店童室
⑬宿直室
⑭炊事室(水飲場）
⑮倶楽部
⑯球戯室{休憩室）
⑰w､c
⑱看貫場

※室名は旧室名です

重要文化財旧日本郵船株式会社小樽支店
〒047-0031小樽市色内3丁目7番8号TEL･FAX0134-22-3316
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§海運資料コーナー
「小樽の歩みと日本郵船｣をテーマに､明治･大正期の海運

を中心とした小樽の発展経過と日本郵船に関する資料を展

示しています。

§国境画定会議資料室
国境碑(模型)､国境碑拓本のほか､画定会議や現地におけ

る作業などに関する写真や資料を展示しています。

§修復資料･室
漆喰剥離状況､擬石作成過程など､修復工事に関わる貴重

な資料を展示しています。
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重要文化財

胆旦杢郵船株式会社小樽支店

一

概要◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 建築
’

本館

附属舎 FormerNIPPONYUSENCo.BRANCH

’

普通入館料

共通入館料
(総合博物鮒本節又は運河伽と共通）

定期入館料
(総合|鋤館本館及び運河卸と共通〉

300円(240円）

500円(40()円）

1.000円

150円(1201'])

250円（200円）

5()0円

一般 高校生
市内居住の70歳以上の方



〆

旧日本郵船株式会社小樽支式 のあらまし株本
〆

重要文化財旧日本郵船株式会
社小樽支店は明治37年着工､同39
年10月に落成した近世ヨーロッ
パ復興様式の石造2階建建築です。
設計者は工部大学校第1期卒業生
の佐立七次郎､施工は地元の大工
棟梁山口岩吉があたり､工費は当

羅騨溌篭

なデザインの外観です｡内部は
務所としての機能性と､大理石
き横玄関､繊細な木彫の大階段
すり､美しく精級な中心飾り等
調高い装飾が調和して､華麗な
賓室を有する商業建築として、
計者の周到な計画と配慮が見
れます｡内装には米国製のスチ
ルシャツターマズプリン.グシェ

ドローラー､建具金物類を用屈、
房は地下にボイラー室を設け
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しては最新式の設備を備えて
ました。

▲2階貴賓室
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▲大階段手すり ▲貴賓室シャンデリア
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設計者佐立七次郎(1856～1922）
安政3年讃岐藩士の家に生まれる。

工部大学校造家学科(現東大工学部)の第

1期卒業生｡同期生には辰野金吾（日銀旧
小樽支店･東京駅)､片山東熊(迎賓館)､曽
棚ﾘ達蔵(旧三井銀行小榔支店)がいる。

卒業後､工部省､海軍省､逓信省を経て､明
治30年頃より日本郵船の建築顧問となる。
残存する作品としては間本水準原点標庫(東

京懸政記念庭悶内)がある。
大正1!年没。
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